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通常はピンク色だが、角 

度によっては無色に見え 

る多色性を持つのが特徴。 

他の緑柱石と 

違って、柱状で 

はなく、板状結 

晶で産すること 

が多い。 

「モルガナイト」という名前は、 

鉱物や宝石の収集家としても知ら 

れるアメリ力の銀行家J・ピアボ 

イント・モルガンに由来しており、 

彼はニューョークの自然史博物館 

に、有名な鉱物や宝石のコレク 

ションを数多く寄贈している。 
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ケイ酸塩鉱物 
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モルガナイト 
1 モルガナイトは緑柱若の一 種 緑柱石グ 

I ルーブの鉱物は、色によって名前が異なっ 

I ており、緑色のものはエメラルド、水色の 

スものよアクアマノと呼よれてる 
微量に含まれているマンガン 

の影響により、透明感のある 

ピンク色であらわれる。 

さまざまな形に力ッ 

ティングされ、宝石 

やアクセサリーとし 

て幅広い人気がある。 
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ケイ酸塩鉱物 
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A ペグマタイトにできたモルガナイトの結晶。イタリア産。 

緑柱若グループの―種 

ケイ酸塩鉱物に分類される緑柱石グループの一種であるモ 

ルガナイトは、他の緑柱石より短くて平べったい結晶を持っ 

ているのが特徴で、一般的にはピンク色をしているが、角度 

によっては無色にも見える多色性の鉱物。花闇岩ペグマイタ 

イトや黒雲母片岩中に、鱗雲母や電気石と一緒に産出するこ 

とが多いが、ごくたまに地下の熱水脈で見つかることもある。 

これは、マグマがたまるときに出る熱いガスとまわりの岩石 

が接触した時につくられる「気成作用」といわれ、この作用 

により形成された鉱物を「気成鉱物」と呼ぶ。 

ブラジルのミナスジェライス州をはじめ、世界各地で採ら 

れているが、なかでもマダガスカル産のものは最高級品とい 

われており、ロシアのセントペテルスブルグ博物館には、ス 

テップ・カット（アウトラインに沿って平行にファセットが 

配列されており、側面からはファセットが階段状に見える宝 

石のカット名）にされた、598.7カラットという世界最大 

のマダガスカル産モルガナイトが展示されている。 
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▲長方形c 
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さまざまな形に力ツティングされたモルガナイト 

イタリア ”
／ェルバ島で産出する。 
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最高級のモルガナイ 

トが見つかっている。 

アメリカ ' 
力リフォルニア州な 

どで産出する。 

ブラジル ■ 

ミナスジェライス 

州などで見つかっ 

ている。 A 直径9mmのモルガナイトの結晶。 


